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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペット用吸収性シートであって、
　液透過性を有する第１シートと、液不透過性を有する第２シートと、前記第１シート及
び前記第２シートの間に配置される吸収性コアと、ペットが排泄を行う側の表面である排
泄面と、当該排泄領域と対向する表面である載置面と、を有し、
　前記載置面は、粘着剤が塗布されるとともに載置対象に接着可能とされた接着領域を有
し、
　前記接着領域は、第１接着領域と第２接着領域を有し、
　前記第１接着領域における接着力は、前記第２接着領域における接着力より弱く形成さ
れ、
　第２接着領域は、前記第１接着領域と隣接する側の隣接端部領域と、前記第１接着領域
と離間する側の離間端部領域を有し、
　前記第１接着領域と前記第２接着領域を被覆する剥離シートを有し、
　前記剥離シートは、第１剥離シート面と、前記第１剥離シート面と対向する第２剥離シ
ート面を有し、
　前記第１剥離シート面は、前記接着領域に対する接着を抑制する第１抑制領域および第
２抑制領域と、前記接着領域に対する接着を促進する促進領域を有し、
　前記剥離シートは、前記第１抑制領域が前記第１接着領域と接着され、前記第２抑制領
域が前記第２接着領域の前記隣接端部領域と接着され、前記促進領域が前記第２接着領域
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の前記離間端部領域に接着されるように配置されていることを特徴とするペット用吸収性
シート。
【請求項２】
　請求項１に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記第１接着領域は、前記第２接着領域と隣接する端部である隣接端部と、前記隣接端
部と対向する端部である離間端部を有し、
　前記剥離シートは、前記第１抑制領域と前記第２抑制領域が前記第１接着領域と前記第
２接着領域に接着されるように配置された状態において、前記第１接着領域の前記離間端
部を超えて延在する領域を有する剥離開始領域を有することを特徴とするペット用吸収性
シート。
【請求項３】
　請求項１または２に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記第１接着領域と前記第２接着領域との間で折り曲げられたペットシート折り曲げ部
を有することを特徴とするペット用吸収性シート。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ペット用吸収性シートに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、特に室内で飼育されるペットの排泄物処理には、ペット用吸収性シートが使
用される。ペット用吸収性シートとしては種々の構成が提案されている。例えば、特開２
００３－３２５０６８号に示されたペット用吸収性シートが提案されている。
【０００３】
　特開２００３－３２５０６８号に示されたペット用吸収性シートは、両面粘着テープに
より、床などの載置対象に接着される。一方、特開２００３－３２５０６８号に示された
ペット用吸収性シートの構造にあっては、ペット用吸収性シートを載置対象に接着するに
あたり、床の種類により使い分けを行うことができなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３２５０６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、このような点に鑑みて創案されたものであり、ペット用吸収性シートに関す
る一層合理的な構築技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明に係るペット用吸収性シートの好ましい形態によれば
、液透過性を有する第１シートと、液不透過性を有する第２シートと、第１シート及び第
２シートの間に配置される吸収性コアと、ペットが排泄を行う側の表面である排泄面と、
排泄領域と対向する表面である載置面と、を有する。
　載置面は、粘着剤が塗布されるとともに載置対象に接着可能とされた接着領域を有する
。
　接着領域は、第１接着領域と第２接着領域とを有している。第１接着領域における接着
力は、第２接着領域における接着力より弱く形成されている。第２接着領域は、第１接着
領域と隣接する側の隣接端部領域と、第１接着領域と離間する側の離間端部領域を有して
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いる。
　さらに、第１接着領域と第２接着領域を被覆する被覆シートを有している。剥離シート
は、第１剥離シート面と、第１剥離シート面と対向する第２剥離シート面を有している。
第１剥離シート面は、接着領域に対する接着を抑制する第１抑制領域および第２抑制領域
と、接着領域に対する接着を促進する促進領域を有している。剥離シートは、第１抑制領
域が第１接着領域と接着され、第２抑制領域が第２接着領域の隣接端部領域と接着され、
促進領域が第２接着領域の離間端部領域に接着されるように配置されている。
　第１接着領域が第２接着領域よりも弱い接着力を有する場合、確実に弱い接着力を有す
る第１接着領域を先に露出させることが可能となる。よって、ユーザは、所望の接着力を
容易に得ることが可能となる。
　剥離シートは、接着領域に対する接着を抑制する抑制領域を有することにより、接着領
域に接着した剥離シートを、容易に接着領域から剥離することが可能となる。また、剥離
シートは、接着領域に対する接着を促進する促進領域を有することにより、接着領域から
剥離シートを剥離した場合であっても、接着領域から剥離シートが完全に離脱することを
防止することが可能となる。
【０００７】
　本発明に係るペット用吸収性シートのさらなる形態によれば、第１接着領域は、第２接
着領域と隣接する端部である隣接端部と、隣接端部と対向する端部である離間端部を有し
ている。剥離シートは、第１抑制領域と第２抑制領域が第１接着領域と第２接着領域に接
着されるように配置された状態において、第１接着領域の離間端部を超えて延在する領域
を有する剥離開始領域を有する。
【０００８】
　本発明に係るペット用吸収性シートのさらなる形態によれば、第１接着領域と第２接着
領域との間で折り曲げられたペットシート折り曲げ部を有する。
　このペットシート折り曲げ部により、第１接着領域と第２接着領域を折り曲げることな
く、ペット用吸収性シート全体を折り曲げることが可能となる。特に、製品を製造し、梱
包する際において、本発明に係る機能を損なうことなくペット用吸収性シートのコンパク
ト化を図ることが可能となる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ペット用吸収性シートに関する一層合理的な構築技術を提供すること
が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の基本構成に係るペット用吸収性シートの斜視図である。
【図２】本発明の基本構成に係るペット用吸収性シートの正面図である。
【図３】本発明の基本構成に係るペット用吸収性シートの底面図である。
【図４】剥離シートの斜視図である。
【図５】図５に係るＶＩＩ－ＶＩＩ線断面図である。
【図６】本発明に係るペット用吸収性シートの底面図である。
【図７】本発明の第１実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図８】本発明の第１実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図９】本発明の第１実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図１０】本発明の第１実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図１１】本発明の第２実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図１２】本発明の第２実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図１３】本発明の第２実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図１４】本発明の第２実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図１５】本発明の第３実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図１６】本発明の第３実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
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【図１７】本発明の第３実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図１８】本発明の第４実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図１９】本発明の第４実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図２０】本発明の第４実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図２１】本発明の第５実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図２２】本発明の第５実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図２３】本発明の第５実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図２４】本発明の第５実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図２５】本発明の第６実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図２６】本発明の第７実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図２７】本発明の第７実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図２８】本発明の第８実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【図２９】本発明の第８実施パターンに係るペット用吸収性シートの説明図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下に、本発明に係るペット用吸収性シートを、図１～図２９に基づき説明する。本実
施の形態における「動物」は、脊椎動物（哺乳類、爬虫類、鳥類、両性類）や無脊椎動物
を広く包含するが、典型的には、猫、犬、ウサギ、ハムスターなどといった愛玩動物がこ
れに該当する。
【００１２】
（全体基本構成）
　本発明に係るペット用吸収性シートの基本構成を、図１～図６に基づき説明する。
　ペット用吸収性シート１００は、液透過性を有する表面シート１１０と、液不透過性を
有する裏面シート１２０と、表面シート１１０及び裏面シート１２０の間に配置される吸
収性コア１３０とを有する。このペット用吸収性シート１００が、本発明に係る「ペット
用吸収性シート」の一例である。この表面シート１１０が、本発明に係る「第１シート」
の一例である。この裏面シート１２０が、本発明に係る「第２シート」の一例である。こ
の吸収性コア１３０が、本発明に係る「吸収性コア」の一例である。
【００１３】
　このペット用吸収性シート１００は、所定の厚みを有する平板状のシートである。ペッ
ト用吸収性シート１００は、平坦状に広げられて、裏面シート１２０が載置対象に載置さ
れる。この状態は、ペットの排泄物を受ける状態であり、ペット使用モードとされる。こ
こでいう「ペットの排泄物」は、ペットの屎尿のみならず、唾液や経血等の体液も広く包
含する趣旨である。
　このペット使用モードにあっては、表面シート１１０が、ペットが排泄を行う側の表面
である排泄面１４０を形成する。そして、裏面シート１２０は、排泄面１４０と対向する
表面として、載置対象に載置される載置面１５０を形成する。この排泄面１４０が、本発
明に係る「排泄面」の一例である。この載置面１５０が、本発明に係る「載置面」の一例
である。
【００１４】
　載置面１５０が載置される「載置対象」は、ペット用吸収性シート１００を床面等に直
接的に敷設する形態や、ペット用吸収性シート１００を保持ホルダに取り付けた状態で当
該保持ホルダごと床面等に設置する形態などが包含される。
　ペット用吸収性シート１００が載置される床面は、種々の素材、構成が用いられる。例
えば、床材の素材としては、ビニールやリノリウム等による合成樹脂によるもの、ワック
スや油剤が塗布された木材によるもの、ワックスや油剤が塗布されない木材によるもの、
畳に代表される植物繊維によるもの、ループを有する繊維によるもの、ループを有さない
繊維によるものが用いられる。
【００１５】
　表面シート１１０、裏面シート１２０および吸収性コア１３０の構成自体や、配置形態
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は周知のペット用吸収性シートの構成を適宜選択することができる。よって、説明の便宜
上、表面シート１１０、裏面シート１２０および吸収性コア１３０の構成自体や、配置形
態の説明を省略する。
　表面シート１１０は、熱可塑性繊維製の不織布にて構成可能であり、例えば、熱可塑性
長繊維からなるスパンボンド不織布、熱可塑性短繊維からなるエアスルー不織布、ポイン
トボンド不織布、または開孔フィルムによって構成することができる。
　裏面シート１２０は、液不透過性を確実に担保するべく、特に樹脂フィルムシートによ
って構成されるのが好ましい。この裏面シート１２０は、例えば、ポリエチレン、ポリプ
ロピレン、ポリエチレンテレフタレートなどのフィルムを用いて構成可能である。また裏
面シートに可撓性を持たせる点を考慮した場合には、不織布に撥水剤を塗布したものを用
いることもできる。
　吸収性コア１３０は、粒子状や繊維状の高吸収性ポリマーとフラッフパルプとの混合物
や、粒子状や繊維状の高吸収性ポリマーとフラッフパルプと熱可塑性剛性樹脂繊維との混
合物により形成される。
【００１６】
　ペット用吸収性シート１００は、矩形（長方形ないし正方形）のシートとして構成され
るのが好ましいが、円形、楕円形、多角形としても構成し得る。
　本発明に係るペット用吸収性シート１００は長方形であり、長手方向Ｙと、当該長手方
向Ｙと交差する方向である長手交差方向Ｘとに延在される。ペット用吸収性シート１００
は、長手方向Ｙ上における一対の端部である長手方向端部１００Ｙと、長手交差方向Ｘ上
における一対の端部である長手交差方向端部１００Ｘとを有する。
　なお、ペット用吸収性シート１００が真円形であり、長手方向Ｙを特定できない場合は
、ペット用吸収性シート１００における一方の方向を長手方向Ｙとし、この長手方向Ｙと
交差する他方の方向を長手交差方向Ｘとすることができる。
【００１７】
　ペット用吸収性シート１００の載置面１５０は、載置対象に接着可能とされた接着領域
２００を有する。接着領域２００は、第１接着領域２１０と、第２接着領域２２０とによ
り構成される。第１接着領域２１０と第２接着領域２２０とは異なる態様で構成される。
この接着領域２００が、本発明に係る「接着領域」の一例である。この第１接着領域２１
０が、本発明に係る「第１接着領域」の一例である。この第２接着領域２２０が、本発明
に係る「第２接着領域」の一例である。
【００１８】
　第１接着領域２１０における接着力は、第２接着領域２２０における接着力よりも弱く
形成されている。これにより、第１接着領域２１０と第２接着領域２２０とは異なる態様
で構成されている。
　なお、本発明における「接着力」とは、接着領域２００と、載置対象とを固定する力の
みならず、接着領域２００により載置面１５０が載置対象に接着された状態のペット用吸
収性シートを、載置対象から剥離する力をも含むものである。すなわち、接着力は、載置
対象に接着されたペット用吸収性シートを、載置対象から垂直に引き上げて剥離する際の
力や、ペット用吸収性シートの端部（長手方向上の端部１００Ｙ、長手交差方向上の端部
１００Ｘ）をユーザが把持し、この端部を斜め上方に引き上げて剥離する際の力を含むも
のである。
【００１９】
　また、接着力が弱い（強い）を決定するにあたっては、接着領域２００と載置対象との
相対関係を考慮する必要がある。例えば、後述する通り、複数の接着領域２００の内、一
方の接着領域２００が一方の粘着剤２３０を塗布したものであり、他方の接着領域２００
が他方の粘着剤２３０を配置した構成を想定する。この場合、例えば、載置対象がビニー
ル製の床材のように平滑である場合において、一方の接着領域２００の方が強い接着力を
有するものとする。よって、この場合は、他方の粘着剤２３０を有する他方の接着領域２
００が第１接着領域２１０を形成し、一方の粘着剤２３０を有する一方の接着領域２００
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が第２接着領域２２０を形成する。しかし、載置対象が繊維によりループが形成された床
材である場合において、他方の接着領域２００の方が強い接着力を有するものとする。よ
って、この場合は、一方の粘着剤２３０を有する一方の接着領域２００が第１接着領域２
１０を形成し、他方の粘着剤２３０を有する他方の接着領域２００が第２接着領域２２０
を形成する。この粘着剤２３０が、本発明に係る「粘着剤」の一例である。
【００２０】
　また、例えば、複数の接着領域２００の内、一方の接着領域２００と他方の接着領域と
が、一方の載置対象に対して同一の接着力を有する場合が想定される。この場合であって
も、他方の載置対象において、一方の接着領域２００と他方の接着領域の接着力が異なる
のであれば、第１接着領域２１０と第２接着領域２２０とがそれぞれ形成されるものであ
る。
【００２１】
　また、例えば、一方の接着領域２００が他方の接着領域２００に対して、垂直方向の剥
離力が強いものの、一方の接着領域２００が他方の接着領域２００に対して斜め上方の剥
離力が弱い場合もあり得る。このような場合は、それぞれの場面において、第１接着領域
２１０と第２接着領域２２０とがそれぞれ形成されるものである。
【００２２】
　なお、本発明においては、説明の便宜上、特に上記のような床材の材質や構成との関係
などを考慮せずに、第１接着領域２１０と第２接着領域２２０とを文言として説明し、図
面に記載する場合がある。
【００２３】
　図３におけるペット用吸収性シート１００にあっては、第１接着領域２１０と、第２接
着領域２２０には、ともに粘着剤２３０が配置されている。すなわち、接着領域２００は
、粘着剤が塗布された粘着領域２３１により形成されている。この粘着領域２３１が、本
発明に係る「粘着領域」の一例である、
　粘着剤２３０は、ゴム系、アクリル系エストラマー、アクリル樹脂系のものを使用する
ことができる。また、粘着剤２３０は、エチレン・酢酸ビニルコポリマー（ＥＶＡ）や、
ポリオレフィン系のホットメルト型粘着剤を使用することができる。また、粘着剤２３０
は、テルペン樹脂などの粘着付与剤（ｔａｃｋｉｆｉｅｒ）として添加した粘着剤を使用
することができる。なお、粘着剤２３０は、粘着力により載置対象と固定するためのもの
のみならず、載置対象との抵抗を増加させる作用を奏すれば足りる場合もある。載置対象
との抵抗を増加させる粘着剤２３０としては、ウレタン系のものが好ましい。
【００２４】
　隣接する第１接着領域２１０と第２接着領域２２０とは、隣接接着領域２００Ａを形成
する。隣接接着領域２００Ａは、ペット用吸収性シート１００の載置面１５０に複数個所
配置される。ペット用吸収性シート１００において、長手方向上の端部１００Ｙと長手交
差方向上の端部１００Ｘとが交差する部分である角部１００Ｃを含む領域には、角領域１
００Ｃ１が形成される。隣接接着領域２００Ａは、角領域１００Ｃ１に配置される。図３
におけるペット用吸収性シート１００は長方形であるため、４カ所の角領域１００Ｃ１が
形成される。隣接接着領域２００は、４カ所の角領域１００Ｃ１の全てに配置される。
【００２５】
　接着領域２００における端部は、ペット用吸収性シート１００の端部と一致している。
図３においては、接着領域２００を形成する第１接着領域２１０と第２接着領域２２０と
における長手方向Ｙ上の端部が、ペット用吸収性シート１００の長手方向上の端部２００
Ｙと一致している。これにより、ペット用吸収性シート１００の載置面１５０を、接着領
域２００により載置対象に固定した場合、接着領域２００におけるペット用吸収性シート
１００の長手方向上の端部１００Ｙが、載置対象に対して密着する。すなわち、接着領域
２００におけるペット用吸収性シート１００の長手方向上の端部１００Ｙが、ペットにめ
くり上げられることを防止することが可能となる。
【００２６】
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　第１接着領域２１０は、第２接着領域２２０よりも接着力が弱く形成されている。この
構成に対する具体的な例を説明する。
　例えば、第１接着領域２１０と第２接着領域がともに同一の面積を有しており、さらに
同一の組成の粘着剤が塗布されているものとする。このような場合、例えば第１接着領域
２１０が形成されるべき粘着領域２３１の一部に対し、エンボス加工を行ったり、パウダ
ー剤を施したり、粘着剤２３０を塗布しないことができる。
　また、第１接着領域２１０と第２接着領域２２０とに同一の組成を有する粘着剤２３０
が塗布されている場合、第１接着領域２１０を、第２接着領域２２０よりも狭い面積とす
ることができる。
　また、第１接着領域２１０が形成されるべき箇所に対し、第２接着領域２２０の粘着剤
２３０よりも弱い接着力を有する粘着剤２３０を塗布することができる。
【００２７】
　隣接接着領域２００Ａは、第１接着領域２１０と、第２接着領域２２０とを有する。隣
接領域２００Ａにおける第１接着領域２１０と第２接着領域２２０との間には、中間領域
２００Ｂが形成される。中間領域２００Ｂは、図３に示す如く、粘着剤２３０が裏面シー
ト１２０に塗布されていない領域とすることができる。また、第１接着領域２１０と第２
接着領域２２０とが接合している場合は、中間領域２００Ｂは、第１接着領域２１０と第
２接着領域２２０の境界部分とされる。
【００２８】
　ペット用吸収性シート１００を載置対象に接着する状態（ペット使用モード）における
第１接着領域２１０と第２接着領域２２０との位置関係に基づき、第１接着領域２１０の
構成を説明する。
　第１接着領域２１０は、中間領域２００Ｂを挟んで第２接着領域２２０と隣接する端部
である隣接端部２１１を有する。第１接着領域２１０は、隣接端部２１１と対向する端部
である離間端部２１２を有する。離間端部２１２は、第１接着領域２１０において第２接
着領域２２０から最も離間した位置の端部である。第１接着領域２１０において、隣接端
部２１１を有する領域は隣接端部領域２１１１とされる。第１接着領域２１０において、
離間端部２１２を有する領域は離間端部領域２１２１とされる。
【００２９】
　ペット用吸収性シート１００を載置対象に接着する状態（ペット使用モード）における
第１接着領域２１０と第２接着領域２２０との位置関係に基づき、第２接着領域２２０の
構成を説明する。
　第２接着領域２２０は、中間領域２００Ｂを挟んで第１接着領域２１０と隣接する端部
である隣接端部２２１を有する。第２接着領域２２０は、隣接端部２２１と対向する端部
である離間端部２２２を有する。離間端部２２２は、第２接着領域２２０において第１接
着領域２１０から最も離間した位置の端部である。第２接着領域２２０において、隣接端
部２２１を有する領域は隣接端部領域２２１１とされる。第２接着領域２２０において、
離間端部２２２を有する領域は離間端部領域２２２１とされる。
【００３０】
　図４および図５は、接着領域２００に配置される剥離シート３００を示す。剥離シート
３００は、第１剥離シート面３１０と、第１剥離シート面３１０と対向する面である第２
剥離シート面３２０とを有する。この剥離シート３００が、本発明に係る「剥離シート」
の一例である。この第１剥離シート面３１０が、本発明に係る「一方の面」の一例である
。この第２剥離シート面３２０が、本発明に係る「他方の面」の一例である。
【００３１】
　剥離シート３００は、剥離シート本体３３０を有する。剥離シート本体３３０は、半晒
紙や、上質紙や、グラシン紙等が使用される。
【００３２】
　後述する通り、剥離シート３００には接着領域２００に対する接着を抑制する抑制領域
３４０が形成される。この抑制領域３４０が、本発明に係る「抑制領域」の一例である。
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　抑制領域３４０は、シリコーン樹脂が使用される。なお、図示しないが、剥離シート本
体３３０と、抑制領域３４０との間には、抑制領域３４０のシリコーン樹脂が剥離シート
本体３３０に含浸しないよう、目止め層が設けられる。目止め層は、ポリエチレンや、ク
レーコートや、ポリビニルアルコール等が使用される。
【００３３】
　後述する通り、剥離シート３００には接着領域２００に対する接着を促進する促進領域
３５０が形成される。この促進領域３５０が、本発明に係る「促進領域」の一例である。
　促進領域３５０は、剥離シート本体３３０に抑制領域３４０を設けないことにより形成
される。また、促進領域３５０は、剥離シート本体３３０に粘着剤を塗布することにより
形成される。
【００３４】
　図６は使用前のペット用吸収性シート１００を示す図である。
　使用前のペット用吸収性シートにおいて、接着領域２００には剥離シート３００が配置
される。すなわち、ユーザがペット用吸収性シートを使用するにあたっては、接着領域２
００から、剥離シート３００を剥離させる。そして、接着領域２００を載置対象に接着す
ることにより、ペット用吸収性シート１００と載置対象とを固定する。
【００３５】
　接着領域２００から剥離シート３００を剥離する場合においては、後述する誘導部４０
０により、第１接着領域２１０と第２接着領域２２０とが所定の順序で露出される。この
際、誘導部４００は、第１接着領域２１０を先に露出させ、次に第２接着領域２２０を露
出させるように構成するのが好ましい。誘導部４００は、剥離シート３００そのものの構
成や、剥離シート３００及び他の構成との組み合わせにより形成される。この誘導部４０
０が、本発明に係る「誘導部」の一例である。
【００３６】
　図６は使用前のペット用吸収性シート１００を示す図であるが、ペット用吸収性シート
１００を包装体から取り出した直後においては、ペット用吸収性シート１００は、全体折
り曲げ線１６０により折り畳まれている。全体折り曲げ線１６０は、接着領域２００の中
間領域２００Ｂを通過すべく、長手方向Ｙに沿った方向にて設けられる。この結果、剥離
シート３００が第１接着領域２１０と第２接着領域２００に亘って設けられている場合は
、全体折り曲げ線１６０は、剥離シート３００も同時に折り曲げる。すなわち、剥離シー
ト３００が第１接着領域２１０と第２接着領域２００に亘って設けられている場合は、全
体折り曲げ線１６０により、ペット用吸収性シート１６０にはペットシート折り曲げ部１
６１が形成され、剥離シート３００には剥離シート中間折り曲げ部３７２が設けられる。
このペットシート折り曲げ部１６１が、本発明に係る「ペットシート折り曲げ部」の一例
である。
【００３７】
　なお、例えば剥離シート３００が第１接着領域２１０もしくは第２接着領域２２０の一
方のみを覆う面積である場合、剥離シート３００に剥離シート中間折り曲げ部３７２が形
成されない場合がある。このような場合、全体折り曲げ線１６０は、ペットシート折り曲
げ部１６１のみを形成する。
　なお、ペット用吸収性シート１００を包装体に梱包するために、ペット用吸収性シート
１００は、全体折り曲げ線１６１のみではなく、他の折り曲げ線によって折り畳まれるこ
とがある。
【００３８】
　ユーザは、剥離シート３００を剥離するにあたり、ペット用吸収性シート１００と載置
対象の接着力を適宜選択することができる。
　すなわち、例えば、ペット用吸収性シート１００を載置対象から取り外す際の容易さを
重視するのであれば、誘導部４００により、接着領域２００における第１接着領域２１０
のみを露出させる。この場合は、第１接着領域２１０に配置されている剥離シート３００
を、接着領域２００から剥離する。そして、第１接着領域２１０を載置対象に接着する。
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　また、ペット用吸収性シート１００と載置対象との固定強度を重視するのであれば、誘
導部４００により、接着領域２００における第１接着領域２１０と第２接着領域２２０の
双方を露出させる。この場合は、第２接着領域２２０に配置されている剥離シート３００
を、接着領域２００から剥離する。そして、第１接着領域２１０と第２接着領域２２０と
を載置対象に固定する。
【００３９】
　本発明に係るペット用吸収性シート１００においては、上述の通り、ペット用吸収性シ
ート１００と載置対象とを、所望の接着力にて固定することが可能となる。よって、ペッ
ト用吸収性シート１００は、ユーザにとって使い勝手がよいものとなる。
【００４０】
　以下、図７～図２９に基づき、本発明に係る第１実施パターン～第８実施パターンを説
明する。なお、第１実施パターン～第８実施パターンの説明において、上記した基本構成
に係るペット用吸収性シート１００と同様の構成を有する構成要素や、他の実施パターン
と同様の構成を有する構成要素は、その説明、図面符号などを省略する。
【００４１】
（第１基本構成）
　第１基本構成に係る構成を、図７～図１４に基づき説明する。第１基本構成に係る具体
的な構成は、第１実施パターンと第２実施パターンに基づき説明される。図７～図１０は
第１実施パターンの説明図である。図１１～図１４は第２実施パターンの説明図である。
　まず、第１基本構成における第１実施パターンと第２実施パターンに共通する構成につ
き説明する。
【００４２】
　第１基本構成において、誘導部４００を形成する剥離シート３００は、第１接着領域２
１０と第２接着領域２２０の双方を覆う面積を有している。剥離シート３００は、第１剥
離シート面３１０に設けられた抑制領域３４０を有する。抑制領域３４０は、剥離シート
３００を接着領域２００に接着した状態において、第１接着領域２１０と剥離可能に接着
される第１抑制領域３４１と、第２接着領域２２０と剥離可能に接着される第２抑制領域
３４２とを有する。
　このように形成された剥離シート３００により、誘導部４００は、先に第１接着領域２
１０と第１抑制領域３４１とを剥離させ、次に第２接着領域２２０と第２抑制領域３４２
とを剥離させるよう形成されている。
【００４３】
　さらに剥離シート３００は、促進領域３５０を有する。促進領域３５０は、剥離シート
３００における第２接着領域２２０と接着される領域に形成される。
　さらに剥離シート３００は、第１接着領域２１０の離間端部２１２を超えて延在される
領域を有する。
　剥離シート３００は、それぞれ対向する端部３６０を有する。端部３６０の内、促進領
域３５０が形成されている方向の端部３６０は固定端部３６２とされる。また、第１接着
領域２１０の離間端部２１２を超えて延在された領域側の端部３６０は、剥離開始端部３
６１とされる。
　剥離シート３００において、固定端部３６２を含む領域は、固定領域３６２Ａとされる
。固定領域３６２Ａは、促進領域３５０を有する領域である。
　また、剥離開始端部３６１を含む領域は、剥離開始領域３６１Ａとされる。剥離開始領
域３６１Ａは、剥離シート３００における第１接着領域２１０の離間端部２１２を超えて
延在された領域を有する領域である。
【００４４】
　剥離シート３００は、全体折り曲げ線１６０により、剥離シート中間折り曲げ部３７２
を有する。剥離シート中間折り曲げ部３７２は、第１接着領域２１０と第２接着領域２２
０との間に形成された中間領域２００Ｂに形成される。すなわち、剥離シート３００にお
いて、剥離シート中間折り曲げ部３７２は、第１抑制領域３４１と第２抑制領域３４２の
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境界とされる。この剥離シート中間折り曲げ部３７２が、本発明に係る「剥離シート中間
折り曲げ部」の一例である。
【００４５】
（第１実施パターン）
　図７～図１０に基づき、第１実施パターンに係るペット用吸収性シート１００１の構成
を説明する。図７は、ユーザがペット用吸収性シート１００１を包装体から取り出した直
後における接着領域２００を拡大した断面図である。ペット用吸収性シート１００１は、
全体折り曲げ線１６０によって折り曲げられている。
【００４６】
　ペット用吸収性シート１００１における剥離シート３００は、第２抑制領域３４２側の
領域における第２剥離シート面３２０に促進領域３５０が設けられている。促進領域３５
０は、第２接着領域２２０における離間端部領域２２２１に接着される。
　このように形成された剥離シート３００を、第１剥離シート折り曲げ部３７１により折
り返す。第１剥離シート折り曲げ部３７１が設けられる剥離シート３００の位置は、第２
接着領域２２０の離間端部２２２近傍であって、固定領域３６２Ａから外れた部分である
。これによって、剥離シート３００の第１剥離シート面３１０が接着領域２００へ向けら
れる。
【００４７】
　ペット用吸収性シート１００１を使用するに際しては、図８に示す通り、全体折り曲げ
線１６０によって折り曲げられていたペット用吸収性シート１００１を展開する。
　そしてユーザは、剥離開始端部３６１に指を掛け、剥離シート３００の第１抑制領域３
４１を第１接着領域２１０から剥離する。なお、第１抑制領域３４１と第１接着領域２１
０との剥離作業においては、ユーザは、剥離開始領域３６１Ａを撮んで操作することもで
きる。
　なお、剥離シート３００は剥離シート中間折り曲げ部３７２により折り癖が設けられて
いる。よって、図９に示す通り、第１抑制領域３４１と第１接着領域２１０とが剥離した
状態においては、剥離開始端部３６１は第２接着領域２２０側に位置される。すなわち、
第１抑制領域３４１が第１接着領域２１０と接触し難い状態となる。
【００４８】
　ユーザが、第１接着領域２１０のみを載置箇所に接着したいと考えた場合は、図９に示
される、第１接着領域２１０から第１抑制領域３４１を剥離した状態を形成する。この状
態により、ペット用吸収性シート１００１を第１接着領域２１０によって載置箇所に接着
することができる。
【００４９】
　一方、ユーザが、ペット用吸収性シート１００１を、さらに載置箇所に対し強く接着し
たいと考える場合がある。そのような場合は、図１０に示す如く剥離シートの第２抑制領
域３４２を第２接着領域２２０から剥離する。このような状況においては、ペット用吸収
性シート１００１の載置面１５０に第１接着領域２１０と第２接着領域２２０との双方が
露出される。よって、ユーザは、ペット用吸収性シート１００１の第１接着領域２１０と
第２接着領域２２０とを載置箇所に対し接着することが可能となる。
【００５０】
　なお、剥離シート３００の第１抑制領域３４１と第２抑制領域３４２が接着領域２００
から剥離されている場合であっても、剥離シート３００の第２剥離シート面３２０に形成
された固定領域３６２Ａが、第２接着領域２２０に対し固定されている。よって、剥離シ
ート３００がペット用吸収性シート１００１から完全に離脱することはない。すなわち、
ユーザは、剥離シート３００を廃棄する必要が無いため、ペット用吸収性シート１００１
の使い勝手が向上する。
【００５１】
　上述したように、第１実施パターンに係るペット用吸収性シート１００１の剥離シート
３００は、先に第１接着領域２１０と第１抑制領域３４１とを剥離させ、次に第２接着領
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域２２０と第２抑制領域３４２とを剥離させる誘導部４００を形成する。よって、第１実
施パターンに係るペット用吸収性シート１００１は、上述した全体基本構成に係るペット
用吸収性シート１００の作用および効果を奏することができる。
【００５２】
（第２実施パターン）
　図１１～図１４に基づき、第２実施パターンに係るペット用吸収性シート１００２の構
成を説明する。図１１は、ユーザがペット用吸収性シート１００２を包装体から取り出し
た直後における接着領域２００を拡大した断面図である。ペット用吸収性シート１００２
は、全体折り曲げ線１６０によって折り曲げられている。
【００５３】
　ペット用吸収性シート１００２における剥離シート３００は、第２抑制領域３４２側の
領域における第１剥離シート面３１０に促進領域３５０が設けられている。促進領域３５
０は、第２接着領域２２０における離間端部領域２２２１に接着される。
【００５４】
　ペット用吸収性シート１００２を使用するに際しては、図１２に示す通り、折り曲げ線
１６０によって折り曲げられていたペット用吸収性シート１００２を展開する。
　そしてユーザは、剥離開始端部３６１に指を掛け、剥離シート３００の第１抑制領域３
４１を第１接着領域２１０から剥離する。なお、第１抑制領域３４１と第１接着領域２１
０との剥離作業においては、ユーザは、剥離開始領域３６１Ａを撮んで操作することもで
きる。
　なお、剥離シート３００は剥離シート中間折り曲げ部３７２により折り癖が設けられて
いる。よって、図１３に示す通り、第１抑制領域３４１と第１接着領域２１０とが剥離し
た状態においては、剥離開始端部３６１は第２接着領域２２０側に位置される。すなわち
、第１抑制領域３４１が第１接着領域２１０と接触し難い状態となる。
【００５５】
　ユーザが、第１接着領域２１０のみを載置箇所に接着したいと考えた場合は、図１３に
示される、第１接着領域２１０から第１抑制領域３４１を剥離した状態を形成する。この
状態により、ペット用吸収性シート１００２を第１接着領域２１０によって載置箇所に接
着することができる。
【００５６】
　一方、ユーザが、ペット用吸収性シート１００２を、さらに載置箇所に対し強く接着し
たいと考える場合がある。そのような場合は、図１４に示す如く剥離シートの第２抑制領
域３４２を第２接着領域２２０から剥離する。このような状況においては、ペット用吸収
性シート１００２の載置面１５０に第１接着領域２１０と第２接着領域２２０との双方が
露出される。よって、ユーザは、ペット用吸収性シート１００２の第１接着領域２１０と
第２接着領域２２０とを載置箇所に対し接着することが可能となる。
【００５７】
　なお、剥離シート３００の第１抑制領域３４１と第２抑制領域３４２が接着領域２００
から剥離されている場合であっても、剥離シート３００の第１剥離シート面３１０に形成
された固定領域３６２Ａが、第２接着領域２２０に対し固定されている。よって、剥離シ
ート３００がペット用吸収性シート１００２から完全に離脱することはない。すなわち、
ユーザは、剥離シート３００を廃棄する必要が無いため、ペット用吸収性シート１００２
の使い勝手が向上する。
【００５８】
　上述したように、第２実施パターンに係るペット用吸収性シート１００２の剥離シート
３００は、先に第１接着領域２１０と第１抑制領域３４１とを剥離させ、次に第２接着領
域２２０と第２抑制領域３４２とを剥離させる誘導部４００を形成する。よって、第２実
施パターンに係るペット用吸収性シート１００２は、上述した全体基本構成に係るペット
用吸収性シート１００の作用および効果を奏することができる。
【００５９】
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　なお、上述した第１実施パターンおよび第２実施パターンにおいては、固定領域３６２
Ａが第２接着領域２２０に形成されている例を説明した。一方、例えば剥離シート３００
を延設することにより、固定領域３６２Ａを載置面１５０に配置することも可能である。
このように構成されたペット用吸収性シートは、第２接着領域２２０を露出させた後であ
っても、剥離シート３００がペット用吸収性シートから脱落しないという、第１実施パタ
ーンおよび第２実施パターンと同等の作用および効果を有する。
【００６０】
　一方、剥離シート３００に促進領域３５０を設けない構成とすることもできる。このよ
うな構成においては、第２接着領域２２０を露出させた後、剥離シート３００がペット用
吸収性シートから脱落する。よって、このような構成においては、第１実施パターンおよ
び第２実施パターンに係る説明の内、剥離シート３００がペット用吸収性シートから脱落
しないという作用および効果は奏さないものの、その他の作用および効果を奏することが
可能となる。
【００６１】
（第２基本構成）
　第２基本構成に係る構成を、図１５～図２０に基づき説明する。第２基本構成に係る具
体的な構成は、第３実施パターンと第４実施パターンに基づき説明される。図１５～図１
７は第３実施パターンの説明図である。図１８～図２０は第４実施パターンの説明図であ
る。
　まず、第２基本構成における第３実施パターンと第４実施パターンに共通する構成につ
き説明する。
【００６２】
　第２基本構成において、誘導部４００を形成する剥離シート３００は、第１接着領域２
１０と第２接着領域２２０の内、広い方を覆うことができる面積を有している。剥離シー
ト３００は、その両面に抑制領域３４０が形成されている。すなわち、剥離シート３００
の第１剥離シート面３１０には、第１接着領域２１０と接着される第１抑制領域３４１が
形成される。また、第２剥離シート面３２０には、第２接着領域２２０と接着される第２
抑制領域３４２が形成される。
【００６３】
　さらに剥離シート３００は、促進領域３５０を有する。促進領域３５０は、剥離シート
３００における第２接着領域２２０と接着される領域に形成される。
　さらに剥離シート３００は、第２接着領域２２０の隣接端部２２１を超えて延在される
領域を有する。
　剥離シート３００における、固定端部３６２、剥離開始端部３６１、固定領域３６２Ａ
、剥離開始領域３６１Ａは、上述した第１基本構成に係るペット用吸収性シートと同様に
、第２基本構成に係るペット用吸収性シートにも形成される。
【００６４】
　なお、第２基本構成に係るペット用吸収性シートにおいて、第１接着領域２１０と第２
接着領域２２０とに塗布される粘着剤２３０は、それぞれ異なる組成のものが使用される
。すなわち、第１接着領域２１０よりも、第２接着領域２２０の方が高い接着力を有する
ように粘着剤２３０が選択される。
【００６５】
　このように構成された第２基本構成に係るペット用吸収性シートを製造するにあたって
は、まず、ペット用吸収性シートを平坦状に広げた状態において、第２接着領域２２０に
剥離シート３００の促進領域３５０を固定する。この際、剥離シート３００の第２抑制領
域３４２が、第２接着領域２２０に接着される。
　次に、全体折り曲げ線１６０によりペット用吸収性シートを折り返す。ペット用吸収性
シートを折り返すことにより、第１接着領域２１０が、剥離シート３００の第１抑制領域
３４１に接着される。
【００６６】
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（第３実施パターン）
　図１５～図１７に基づき、第３実施パターンに係るペット用吸収性シート１００３の構
成を説明する。なお、図１５においては、説明の便宜上、第３実施パターンを説明する他
の図（図１６～図１７）と比して、第１接着領域２１０の形状を変形させて描いている。
図１５は、ユーザがペット用吸収性シート１００３を包装体から取り出した直後における
接着領域２００を拡大した断面図である。ペット用吸収性シート１００３は、全体折り曲
げ線１６０によって折り曲げられている。
【００６７】
　ペット用吸収性シート１００３における剥離シート３００は、第１剥離シート面３１０
に促進領域３５０が設けられている。促進領域３５０は、第２接着領域２２０における離
間端部領域２２２１に接着される。
　このように形成された剥離シート３００を、第２剥離シート折り曲げ部３７３により折
り返す。第２剥離シート折り曲げ部３７３が設けられる剥離シート３００の位置は、第２
接着領域２２０の離間端部２２２近傍であって、固定領域３６２Ａから外れた部分である
。これによって、剥離シート３００の第１剥離シート面３１０が第１接着領域２１０へ向
けられる。
　上述した通り、ペット用吸収性シート１００３が全体折り曲げ線１６０にて折り返され
ることにより、第１接着領域２１０が剥離シート３００の第１抑制領域３４１に接着し、
第２接着領域２２０が剥離シート３００の第２抑制領域３４２に接着される。
【００６８】
　ペット用吸収性シート１００３を使用するに際しては、図１６に示す通り、全体折り曲
げ線１６０によって折り曲げられていたペット用吸収性シート１００３を展開する。
　この際、第２接着領域２２０の接着力が、第１接着領域２１０の接着力よりも強く形成
されている。よって、剥離シート３００の第１抑制領域３４１が、第１接着領域２１０か
ら剥離される。すなわち、ユーザは、ペットシート折り曲げ部１６１によって折り曲げら
れていたペット用吸収性シート１００３を展開する作業によって、第１接着領域２１０を
露出させることができる。
【００６９】
　ユーザが、第１接着領域２１０のみを載置箇所に接着したいと考えた場合は、図１６に
示される、第１接着領域２１０から第１抑制領域３４１を剥離した状態を形成する。この
状態により、ペット用吸収性シート１００３を第１接着領域２１０によって載置箇所に接
着することができる。
【００７０】
　一方、ユーザが、ペット用吸収性シート１００３を、さらに載置箇所に対し強く接着し
たいと考える場合がある。そのような場合は、図１７に示す如く剥離シート３００の第２
抑制領域３４２を第２接着領域２２０から剥離する。このような状況においては、ペット
用吸収性シート１００３の載置面１５０に、第１接着領域２１０と第２接着領域２２０と
の双方が露出される。よって、ユーザは、ペット用吸収性シート１００３の第１接着領域
２１０と第２接着領域２２０とを載置箇所に対し接着することが可能となる。
【００７１】
　なお、剥離シート３００の第１抑制領域３４１と第２抑制領域３４２が接着領域２００
から剥離されている場合であっても、剥離シート３００の第１剥離シート面３１０に形成
された固定領域３６２Ａが、第２接着領域２２０に対し固定されている。よって、剥離シ
ート３００がペット用吸収性シート１００３から完全に離脱することはない。すなわち、
ユーザは、剥離シート３００を廃棄する必要が無いため、ペット用吸収性シート１００３
の使い勝手が向上する。
【００７２】
　上述したように、第３実施パターンに係るペット用吸収性シート１００３の剥離シート
３００は、先に第１接着領域２１０と第１抑制領域３４１とを剥離させ、次に第２接着領
域２２０と第２抑制領域３４２とを剥離させる誘導部４００を形成する。よって、第３実
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施パターンに係るペット用吸収性シート１００３は、上述した全体基本構成に係るペット
用吸収性シート１００の作用および効果を奏することができる。
【００７３】
（第４実施パターン）
　図１８～図２０に基づき、第４実施パターンに係るペット用吸収性シート１００４の構
成を説明する。図１８は、ユーザがペット用吸収性シート１００４を包装体から取り出し
た直後における接着領域２００を拡大した断面図である。ペット用吸収性シート１００４
は、全体折り曲げ線１６０によって折り曲げられている。
【００７４】
　ペット用吸収性シート１００４における剥離シート３００は、第２剥離シート面３２０
に促進領域３５０が設けられている。促進領域３５０は、第２接着領域２２０における離
間端部領域２２２１に接着される。
　上述した通り、ペット用吸収性シート１００４が全体折り曲げ線１６０にて折り返され
ることにより、第１接着領域２１０が剥離シート３００の第１抑制領域３４１に接着し、
第２接着領域２２０が剥離シート３００の第２抑制領域３４２に接着される。
【００７５】
　ペット用吸収性シート１００４を使用するに際しては、図１８に示す通り、ペットシー
ト折り曲げ部１６１によって折り曲げられていたペット用吸収性シート１００４を展開す
る。
　この際、第２接着領域２２０の接着力が、第１接着領域２１０の接着力よりも強く形成
されている。よって、剥離シート３００の第１抑制領域３４１が、第１接着領域２１０か
ら剥離される。すなわち、ユーザは、ペットシート折り曲げ部１６１によって折り曲げら
れていたペット用吸収性シート１００４を展開する作業によって、第１接着領域２１０を
露出させることができる。
【００７６】
　ユーザが、第１接着領域２１０のみを載置箇所に接着したいと考えた場合は、図１９に
示される、第１接着領域２１０から第１抑制領域３４１を剥離した状態を形成する。この
状態により、ペット用吸収性シート１００４を第１接着領域２１０によって載置箇所に接
着することができる。
【００７７】
　一方、ユーザが、ペット用吸収性シート１００４を、さらに載置箇所に対し強く接着し
たいと考える場合がある。そのような場合は、図２０に示す如く剥離シート３００の第２
抑制領域３４２を第２接着領域２２０から剥離する。このような状況においては、ペット
用吸収性シート１００４の載置面１５０に、第１接着領域２１０と第２接着領域２２０と
の双方が露出される。よって、ユーザは、ペット用吸収性シート１００４の第１接着領域
２１０と第２接着領域２２０とを載置箇所に対し接着することが可能となる。
【００７８】
　なお、剥離シート３００の第１抑制領域３４１と第２抑制領域３４２が接着領域２００
から剥離されている場合であっても、剥離シート３００の第２剥離シート面３２０に形成
された固定領域３６２Ａが、第２接着領域２２０に対し固定されている。よって、剥離シ
ート３００がペット用吸収性シート１００４から完全に離脱することはない。すなわち、
ユーザは、剥離シート３００を廃棄する必要が無いため、ペット用吸収性シート１００４
の使い勝手が向上する。
【００７９】
　上述したように、第５実施パターンに係るペット用吸収性シート１００３の剥離シート
３００は、先に第１接着領域２１０と第１抑制領域３４１とを剥離させ、次に第２接着領
域２２０と第２抑制領域３４２とを剥離させる誘導部４００を形成する。よって、第４実
施パターンに係るペット用吸収性シート１００４は、上述した全体基本構成に係るペット
用吸収性シート１００の作用および効果を奏することができる。
【００８０】
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　なお、上述した第３実施パターンおよび第４実施パターンにおいては、固定領域３６２
Ａが第２接着領域２２０に形成されている例を説明した。一方、例えば剥離シート３００
を延設することにより、固定領域３６２Ａを載置面１５０に配置することも可能である。
このように構成されたペット用吸収性シートは、第２接着領域２２０を露出させた後であ
っても、剥離シート３００がペット用吸収性シートから脱落しないという、第３実施パタ
ーンおよび第４実施パターンと同等の作用および効果を有する。
【００８１】
　一方、剥離シート３００に促進領域３５０を設けない構成とすることもできる。このよ
うな構成においては、第２接着領域２２０を露出させた後、剥離シート３００がペット用
吸収性シートから脱落する。よって、このような構成においては、第３実施パターンおよ
び第４実施パターンに係る説明の内、剥離シート３００がペット用吸収性シートから脱落
しないという作用および効果は奏さないものの、その他の作用および効果を奏することが
可能となる。
【００８２】
（第３基本構成）
　第３基本構成に係る構成を、図２１～図２４に基づき説明する。第３基本構成に係る具
体的な構成は、第５実施パターンに基づき説明される。
【００８３】
　第３基本構成において、誘導部４００を形成する剥離シート３００には、表示部４１０
が形成されている。表示部４１０は、抑制領域３４０が設けられている面と対向する面に
設けられる。すなわち、剥離シート３００において、抑制領域３４０が第１剥離シート面
３１０に設けられている場合においては、表示部は第２剥離シート面３２０に設けられる
。表示部４１０は、第１抑制領域３４１と対向する剥離シート３００の面上に形成される
第１表示部４１１と、第２抑制領域３４２と対向する剥離シート３００の面上に形成され
る第２表示部４１２とにより形成される。
【００８４】
　第１表示部４１１は、第１表示部４１１が形成されている剥離シート３００が、第１接
着領域２１０に接着されていることを表示する。また、第２表示部４１２は、第２表示部
４１２が形成されている剥離シート３００が、第２接着領域２２０に接着されていること
を表示する。この表示は、文字、図形、記号などを単独で用いたり、それぞれを組み合わ
せることにより形成される。そして、この表示は、第１表示部４１１が形成されている剥
離シート３００を先に剥離し、次に第２表示部４１２が形成されている剥離シート３００
を剥離することを示すように形成される。このような表示は、具体的には、例えば第１表
示部４１１に「剥離順番１」と示し、第２表示部４１２に「剥離順番２」と示すことによ
り達成される。
　表示部４１０をこのように形成することにより、誘導部４００は、第１接着領域２１０
を先に露出させ、次に第２接着領域２２０を露出させるように形成される。
【００８５】
（第５実施パターン）
　図２１～図２４に基づき、第５実施パターンに係るペット用吸収性シート１００５の構
成を説明する。ペット用吸収性シート１００５を包装体から取り出した直後においては、
ペット用吸収性シート１００５は、ペットシート折り曲げ線１６１により折り曲げられた
状況にある。図２１は、ペットシート折り曲げ線１６１により折り曲げられたペット用吸
収性シート１００５が、平坦状に展開されている状態を示す。
【００８６】
　剥離シート３００は、第１接着領域２１０に接着される第１剥離シート３００Ａと、第
２接着領域２２０に接着される第２剥離シート３００Ｂとにより形成される。第１剥離シ
ート３００Ａは、第１剥離シート面３１０に第１抑制領域３４１を有し、第２剥離シート
面３２０に第１表示部４１１を有する。第２剥離シート３００Ｂは、第１剥離シート面３
１０に第２抑制領域３４２を有し、第２剥離シート面３２０に第２表示部４１２を有する
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。
【００８７】
　ペット用吸収性シート１００５を使用するに際しては、図２２に示す通り、ペットシー
ト折り曲げ部１６１によって折り曲げられていたペット用吸収性シート１００５を展開す
る。
　そして、図２３に示す通り、ユーザは、第１表示部４１１の表示に従い、第１剥離シー
ト３００Ａを、第１接着領域２１０から剥離する。この結果、第１接着領域２１０が露出
される。
【００８８】
　ユーザが、第１接着領域２１０のみを載置箇所に接着したいと考えた場合は、図２３に
示される、第１接着領域２１０から第１抑制領域３４１を剥離した状態を形成する。この
状態により、ペット用吸収性シート１００５を第１接着領域２１０によって載置箇所に接
着することができる。
【００８９】
　一方、ユーザが、ペット用吸収性シート１００５を、さらに載置箇所に対し強く接着し
たいと考える場合がある。このような場合、図２４に示す通り、ユーザは、第２表示部４
１２の表示に従い、第２剥離シート３００Ｂを、第２接着領域２２０から剥離する。この
結果、第２接着領域２２０が露出される。
　このような状況においては、ペット用吸収性シート１００５の載置面１５０に、第１接
着領域２１０と第２接着領域２２０との双方が露出される。よって、ユーザは、ペット用
吸収性シート１００５の第１接着領域２１０と第２接着領域２２０とを載置箇所に対し接
着することが可能となる。
【００９０】
　上述したように、第５実施パターンに係るペット用吸収性シート１００５の剥離シート
３００は、先に第１接着領域２１０と第１抑制領域３４１とを剥離させ、次に第２接着領
域２２０と第２抑制領域３４２とを剥離させる誘導部４００を形成する。よって、第５実
施パターンに係るペット用吸収性シート１００５は、上述した全体基本構成に係るペット
用吸収性シート１００の作用および効果を奏することができる。
【００９１】
　なお、上述した第５実施パターンにおいては、表示部４１０は、第１表示部４１１と第
２表示部４１２とにより形成されていた。一方、表示部４１０として単一の構成とするこ
とができる。この場合、例えば表示部４１０を第１剥離シート３００Ａに設ける場合は、
表示部４１０の表示を「この剥離シートを先に剥離して下さい」というような文言にて形
成することができる。一方、例えば表示部４１０を第２剥離シート３００Ｂに設ける場合
は、表示部４１０の表示を「この剥離シートを第１剥離シート３００Ａの次に剥離して下
さい」というような文言にて形成することができる。
【００９２】
（第４基本構成および第６実施パターン）
　第４基本構成に係る構成を、図２５に基づき説明する。第４基本構成に係る具体的な構
成は、第６実施パターンに基づき説明される。
【００９３】
　第４基本構成は、接着領域２００の配置形態に関する。
　上述した基本構成に係るペット用吸収性シート１００においては、接着領域２００の長
手方向Ｙ上の端部と、ペット用吸収性シート１００の長手方向Ｙ上の端部１００Ｙとが一
致した構成を説明した。一方、ペット用吸収性シートに対する接着領域２００の配置構造
は、これに限るものではない。
【００９４】
　図２５は、第４基本構成に係る第６実施パターンのペット用吸収性シート１００６を示
す図である。
　ペット用吸収性シート１００６は、接着領域２００における長手方向Ｙ上の端部と長手
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交差方向Ｘ上の端部が、ペット用吸収性シート１００６における長手方向Ｙ上の端部１０
０Ｙと長手交差方向Ｘ上の端部１００Ｘのそれぞれと一致している。この場合、ペット用
吸収性シート１００６の角部１００Ｃに対し、接着領域２００が形成される。
　このような構成の場合、基本構成のペット用吸収性シート１００と比して、ペット用吸
収性シート１００６の端部１００Ｙ、１００Ｘを含む領域において、接着領域２００が形
成されていない領域を減少させることができる。よって、ペットがペット用吸収性シート
１００６を剥離しようとするいたずらが、より困難なものとなる。
【００９５】
　なお、接着領域２００の長手交差方向Ｘ上の端部と、ペット用吸収性シート１の長手交
差方向Ｘ上の端部１００Ｘのみが一致する構成とすることも可能である。
【００９６】
（第５基本構成）
　第５基本構成に係る構成を、図２６～図２９に基づき説明する。第５基本構成に係る具
体的な構成は、第７実施パターンと第８実施パターンに基づき説明される。図２６～図２
７は第７実施パターンの説明図である。図２８～図２９は第８実施パターンの説明図であ
る。第７実施パターンおよび第８実施パターンは、隣接接着領域２００Ａにおける、第１
接着領域２１０と第２接着領域２２０の配置形態に関する。
【００９７】
（第７実施パターン）
　第７実施パターンに係るペット用吸収性シート１００７の構成を、図２６～図２７に基
づき説明する。
　ペット用吸収性シート１００７は、端部領域（図示せず）から央部領域（図示せず）へ
と向かう方向である内側方向１００Ｕと、央部領域から端部領域へと向かう方向である外
側方向１００Ｓとに規定される。なお、端部領域とは、ペット用吸収性シートにおいて、
長手方向上の端部１００Ｙもしくは長手交差方向上の端部Ｘを含む領域である。央部領域
とは、ペット用吸収性シート上の領域における、長手方向Ｙと長手交差方向Ｘの中心点を
含むとともに、端部領域を含まない領域である。
【００９８】
　ペット用吸収性シート１００７は、複数個の隣接接着領域２００Ａを有する。図２６お
よび図２７におけるペット用吸収性シート１００７には、４個の隣接接着領域２００Ａが
形成されている。一方、隣接接着領域２００Ａは複数個形成されていれば足りるものであ
る。すなわち、隣接接着領域２００Ａは、実現すべきペット用吸収性シートにより任意の
個数が形成される。
【００９９】
　第７実施パターンに係るペット用吸収性シート１００７においては、複数個の隣接接着
領域２００Ａにおいて、第１接着領域２１０が外側方向１００Ｓに配置されている部分を
有する。この際、ペット用吸収性シート１００７においては、４個の隣接接着領域２００
Ａの全てにおいて、第１接着領域２１０が外側方向１００Ｓに配置されている。
【０１００】
　第７実施パターンに係るペット用吸収性シート１００７においては、第１接着領域２１
０と第２接着領域２２０とは、ともに粘着剤２３０が塗布されている。そして、粘着剤２
３０としては、第２接着領域２２０の方が、第１接着領域２１０よりも強い接着力となる
ものが使用される。
【０１０１】
　なお、ペット用吸収性シート１００７にあっては、接着力の弱い第１接着領域２１０が
外側方向１００Ｓに配置されている。ここで、ペット用吸収性シート１００７の端部領域
が載置対象に接着していた方が、ペット用吸収性シート１００７のめくれ防止には好適で
ある。よって、第１接着領域２１０と第２接着領域２２０の内、第１接着領域２１０を先
に露出させることが好ましい。
【０１０２】
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　図２７は、ペット用吸収性シート１００７の接着領域２００に、剥離シート３００を配
置した状態を示す。ペット用吸収性シート１００７の剥離シート３００として、上述した
誘導領域４００が適宜選択され、使用される。この誘導領域４００により、第１接着領域
２１０と第２接着領域２２０とを確実に露出させるとともに、載置対象に接着することが
可能となる。
【０１０３】
（第８実施パターン）
　第８実施パターンに係るペット用吸収性シート１００８の構成を、図２８～図２９に基
づき説明する
　第８実施パターンに係るペット用吸収性シート１００８においては、第１接着領域２１
０と第２接着領域２２０との配列方向１００Ｈが、複数個の隣接接着領域２００Ａにおい
て同一とされている。ペット用吸収性シート１００８においては、４個の隣接接着領域２
００Ａの全ての隣接接着領域２００Ａにおける第１接着領域２１０と第２接着領域２２０
の配列順序が、同一の配列方向１００Ｈとされている。
【０１０４】
　図２８は、第８実施パターンに係るペット用吸収性シート１００８において、接着領域
２００に剥離シート３００を接着した状態を示す。ペット用吸収性シート１００８の剥離
シート３００として、上述した誘導領域４００が適宜選択され、使用される。
【０１０５】
　このような構成のペット用吸収性シート１００８において、ユーザが第１接着領域２１
０を露出させ、載置対象に接着する場合を説明する。この場合、図２９における左方向か
ら右方向に向かって、剥離シート３００を第１接着領域２１０から剥離する。この、第１
接着領域２１０を露出させるために、剥離シート３００を剥離させる方向は、全ての接着
領域２００において同一となる。
【０１０６】
　すなわち、第１接着領域２１０から剥離シート３００を剥離する場合、ユーザは、剥離
シート３００の端部を把持し、手首を返す作業もしくは手首を移動させる作業を行う。ペ
ット用吸収性シート１００８においては、全ての接着領域２００において、剥離シート３
００を剥離させるために行う手首を返す作業もしくは手首を移動させる作業が、同一の方
向となる。よって、第８実施パターンに係るペット用吸収性シート１００８は、ユーザに
とって使い勝手が良いものとなる。
【０１０７】
　なお、本発明に係るペット用吸収性シートの構成は上述した構造に限らないものである
。基本構成や第１実施パターン～第８実施パターンに記載されている構成を、適宜組み合
わせることは、もちろん可能である。
【０１０８】
（実施の形態と本発明の各構成要素の対応について）
　ペット用吸収性シート１００、１００１、１００２、１００３、１００４、１００５、
１００６、１００７、１００８は、本発明に係る「ペット用吸収性シート」の一例である
。表面シート１１０は、本発明に係る「第１シート」の一例である。裏面シート１２０は
、本発明に係る「第２シート」の一例である。吸収性コア１３０は、本発明に係る「吸収
性コア」の一例である。排泄面１４０は、本発明に係る「排泄面」の一例である。載置面
１５０は、本発明に係る「載置面」の一例である。接着領域２００は、本発明に係る「接
着領域」の一例である。第１接着領域２１０は、本発明に係る「第１接着領域」の一例で
ある。第２接着領域２２０は、本発明に係る「第２接着領域」の一例である。粘着剤２３
０は、本発明に係る「粘着剤」の一例である。粘着領域２３１は、本発明に係る「粘着領
域」の一例である。剥離シート３００は、本発明に係る「剥離シート」の一例である。第
１剥離シート面３１０は、本発明に係る「一方の面」の一例である。第２剥離シート面３
２０は、本発明に係る「他方の面」の一例である。抑制領域３４０は、本発明に係る「抑
制領域」の一例である。促進領域３５０は、本発明に係る「促進領域」の一例である。誘
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導部４００は、本発明に係る「誘導部」の一例である。ペットシート折り曲げ部１６１は
、本発明に係る「ペットシート折り曲げ部」の一例である。剥離シート中間折り曲げ部３
７２は、本発明に係る「剥離シート中間折り曲げ部」の一例である。
【０１０９】
　以上の本発明の特質に鑑み、以下の各種の構成態様が構築できる。
（態様１）
　ペット用吸収性シートであって、
　液透過性を有する第１シートと、液不透過性を有する第２シートと、前記第１シート及
び前記第２シートの間に配置される吸収性コアと、ペットが排泄を行う側の表面である排
泄面と、当該排泄領域と対向する表面である載置面と、を有し、
　前記載置面は、粘着剤が塗布されるとともに載置対象に接着可能とされた接着領域を有
し、
　前記接着領域は、第１接着領域と、当該第１接着領域とは異なる態様で構成された第２
接着領域とを有し、
　前記第１接着領域と前記第２接着領域を被覆するとともに、前記第１接着領域と前記第
２接着領域を所定の順序で露出させる誘導部を有することを特徴とするペット用吸収性シ
ート。
【０１１０】
（態様２）
　態様１に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記第１接着領域における接着力が、前記第２接着領域における接着力よりも弱く形成
されることにより、前記第１接着領域は前記第２接着領域とは異なる態様で構成されるこ
とを特徴とするペット用吸収性シート。
【０１１１】
（態様３）
　態様１または２のいずれか１項に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記接着領域は、粘着剤が塗布された粘着領域により形成されることを特徴とするペッ
ト用吸収性シート。
【０１１２】
（態様４）
　態様１～３のいずれか１項に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記誘導部は、第１接着領域を先に露出させ、次に第２接着領域を露出させるように形
成されていることを特徴とするペット用吸収性シート。
【０１１３】
（態様５）
　態様１～４のいずれか１項に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記誘導部は、前記接着領域の少なくとも一部に配置される剥離シートを有し、
　前記剥離シートは、一方の面と、当該一方の面と対向する面である他方の面と、を有す
ることを特徴とするペット用吸収性シート。
【０１１４】
（態様６）
　態様５に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記剥離シートは、前記接着領域に対する接着を抑制する抑制領域を有することを特徴
とするペット用吸収性シート。
【０１１５】
（態様７）
　態様５または６のいずれか１項に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記剥離シートは、前記接着領域に対する接着を促進する促進領域を有することを特徴
とするペット用吸収性シート。
【０１１６】
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（態様８）
　態様１～７のいずれか１項に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記ペット用吸収性シートは、前記第１接着領域と前記第２接着領域との間で折り曲げ
られたペットシート折り曲げ部を有することを特徴とするペット用吸収性シート。
【０１１７】
（態様９）
　態様１～８のいずれか１項に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記剥離シートは、前記一方の面に設けられた前記抑制領域を有し、
　前記抑制領域は、前記剥離シートを前記接着領域に接着した状態において、前記第１接
着領域と剥離可能に接着される第１抑制領域と、前記第２接着領域と剥離可能に接着され
る第２抑制領域とを有し、
　前記誘導部は、先に前記第１接着領域と前記第１抑制領域とを剥離させ、次に前記第２
接着領域と前記第２抑制領域とを剥離させるよう形成されていることを特徴とするペット
用吸収性シート。
【０１１８】
（態様１０）
　態様９に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記剥離シートは、前記他方の面における前記第２抑制領域側の領域に設けられた前記
促進領域と、前記第１抑制領域側の領域に形成された端部である剥離開始端部とを有し、
　前記促進領域は、前記ペット用吸収性シートを前記載置対象に接着する状態における前
記第１接着領域と前記第２接着領域との位置関係において、前記第１接着領域から離間し
た前記第２接着領域上の領域に接着され、
　前記剥離シートが折り返されて形成される第１剥離シート折り曲げ部により前記一方の
面が前記接着領域に向けられることを特徴とするペット用吸収性シート。
【０１１９】
（態様１１）
　態様９に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記剥離シートは、前記一方の面における前記第２抑制領域側の領域に設けられた前記
促進領域と、前記第１抑制領域側の領域に形成された端部である剥離開始端部とを有し、
　前記促進領域は、前記ペット用吸収性シートを前記載置対象に接着する状態における前
記第１接着領域と前記第２接着領域との位置関係において、前記第１接着領域から離間し
た前記第２接着領域上の領域に接着されることを特徴とするペット用吸収性シート。
【０１２０】
（態様１２）
　態様９～１１のいずれか１項に記載されたペット用吸収性シートにおいて、
　前記剥離シートは、当該剥離シートを前記接着領域に接着した状態において、前記ペッ
トシート折り曲げ部と対向する領域が折り曲げられた剥離シート中間折り曲げ部を有する
ことを特徴とするペット用吸収性シート。
【０１２１】
（態様１３）
　態様１～８のいずれか１項に記載されたペット用吸収性シートにおいて、
　前記剥離シートの前記抑制領域は、前記一方の面に設けられた第１抑制領域と、前記他
方の面に設けられた第２抑制領域とを有し、
　前記第１接着抑制領域は前記第１接着領域に接着され、前記第２接着抑制領域は前記第
２接着領域に接着されることを特徴とするペット用吸収性シート。
【０１２２】
（態様１４）
　態様１３に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記剥離シートは、前記一方の面に設けられた前記促進領域を有し、
　前記促進領域は、前記ペット用吸収性シートを前記載置対象に接着する状態における前
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記第１接着領域と前記第２接着領域との位置関係において、前記第１接着領域から離間し
た前記第２接着領域上の領域に接着され、
　前記剥離シートが折り返されて形成される第２剥離シート折り曲げ部により前記一方の
面が前記第１接着領域に向けられることを特徴とするペット用吸収性シート。
【０１２３】
（態様１５）
　態様１３に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記剥離シートは、前記他方の面に設けられた前記促進領域を有し、
　前記促進領域は、前記ペット用吸収性シートを前記載置対象に接着する状態における前
記第１接着領域と前記第２接着領域との位置関係において、前記第１接着領域から離間し
た前記第２接着領域上の領域に接着されることを特徴とするペット用吸収性シート。
【０１２４】
（態様１６）
　態様１～１５に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記誘導部は、剥離シートに形成された表示部により形成されていることを特徴とする
ペット用吸収性シート。
【０１２５】
（態様１７）
　態様１６に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記表示部は、前記第１接着領域を先に露出させ、次に前記第２接着領域を露出させる
ための表示を有することを特徴とするペット用吸収性シート。
【０１２６】
（態様１８）
　態様１６または１７のいずれか１項に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記剥離シートは、前記第１接着領域に接着される第１剥離シートと、前記第２接着領
域に接着される第２剥離シートとを有し、
　前記表示部は、前記第１剥離シートに形成される第１表示部と、前記第２剥離シートに
形成される第２表示部とを有することを特徴とするペット用吸収性シート。
【０１２７】
（態様１９）
　態様１～１８のいずれか１項に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記ペット用吸収性シートにおける端部領域から央部領域へと向かう方向である内側方
向と、前記央部領域から前記端部領域へと向かう方向である外側方向とが規定され、
　前記第１接着領域と前記第２接着領域とが隣接一対となっている隣接接着領域を有する
ことを特徴とするペット用吸収性シート。
【０１２８】
（態様２０）
　態様１９に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記隣接接着領域は複数個形成されており、当該複数個の隣接接着領域において、前記
第１接着領域が前記外側方向に配置されている部分を有することを特徴とするペット用吸
収性シート。
【０１２９】
（態様２１）
　態様１９に記載されたペット用吸収性シートであって、
　前記隣接接着領域は複数個形成されており、前記第１接着領域と前記第２接着領域との
配列方向が、複数個の前記隣接接着領域において同一であることを特徴とするペット用吸
収性シート。
【符号の説明】
【０１３０】
　１００、１００１、１００２、１００３、１００４、１００５、１００６、１００７、



(22) JP 6173770 B2 2017.8.2

10

20

30

40

50

１００８　ペット用吸収性シート
　１００Ｃ　角部
　１００Ｃ１　角領域
　１００Ｈ　配列方向
　１００Ｓ　外側方向
　１００Ｕ　内側方向
　１００Ｘ　長手交差方向上の端部
　１００Ｙ　長手方向の端部
　１１０　表面シート（第１シート）
　１２０　裏面シート（第２シート）
　１３０　吸収性コア
　１４０　排泄面
　１５０　載置面
　１６０　全体折り曲げ線
　１６１　ペットシート折り曲げ部
　２００　接着領域
　２００Ａ　隣接接着領域
　２００Ｂ　中間領域
　２１０　第１接着領域
　２１１　隣接端部
　２１１１　隣接端部領域
　２１２　離間端部
　２１２１　離間端部領域
　２２０　第２接着領域
　２２１　隣接端部
　２２１１　隣接端部領域
　２２２　離間端部
　２２２１　離間端部領域
　２３０　粘着剤
　２３１　粘着領域
　３００　剥離シート
　３００Ａ　第１剥離シート
　３００Ｂ　第２剥離シート
　３１０　第１剥離シート面（一方の面）
　３２０　第２剥離シート面（他方の面）
　３３０　剥離シート本体
　３４０　抑制領域
　３４１　第１抑制領域
　３４２　第２抑制領域
　３５０　促進領域
　３６０　端部
　３６１　剥離開始端部
　３６１Ａ　剥離開始領域
　３６２　固定端部
　３６２Ａ　固定領域
　３７１　第１剥離シート折り曲げ部
　３７２　剥離シート中間折り曲げ部
　３７３　第２剥離シート折り曲げ部
　４００　誘導部
　４１０　表示部
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　４１１　第１表示部
　４１２　第２表示部
　Ｘ　長手交差方向
　Ｙ　長手方向
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